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東京書籍 1 新編 あたらしいこくご 一上，一下
2 新編 新しい国語 ２上，２下
学校図書 1 みんなとまなぶ しょうがっこうこくご 一ねん上，一ねん下
2 みんなと学ぶ 小学校こくご 二年上，二年下
三省堂 1 しょうがくせいのこくご 一年上，一年下
2 小学生のこくご 二年
教育出版 1 ひろがることば しょうがくこくご 一上，一下
2 ひろがることば 小学国語
光村図書 1 こくご一上 かざぐるま，こくご一下 ともだち









p. 39）というように投げかけるもの。類型：東書１上 p. 49, 64，学図１上 p. 31，１下
p. 82，教出１下 p. 51, 118, 119，２上 p. 99, 115，２下 p. 51, 97, 105, 135，光村１下










ける（学図１下 p. 8）。類型：東書１下 p. 89, 96, 97, 98, 99，学図２上 p. 98, 102，三省








いるところを見つけてみましょう。」（学図２上 p. 76）。類型：東書２上 p. 68，学図１







































ろやちがうところをみつけよう。」と促す（学図１下 p. 13）。類型：東書２下 p. 100, 




































































す。」（東書１下 p. 99）。「ことば　くらべて書くときにつかうことば・同じ ・ちが
う ・どちらも ・～は…けれど，～は…です。」（東書２下 p. 103）。「ことばの力　く
らべて分かったことを書く。○色，形，大きさなど，くらべるところをきめてからく
らべる。○何と何をくらべたのかをはじめに書く。○同じところ，ちがうところをせ
い理して書く。」（東書２下 p. 103）。「くらべるということ（中略）つまり，なにかを
くらべるということは，まずおなじところを見つけ，それをもとに，ちがいを見つけ
るということです。ちがいを見やすくするには，ひょうや図にせいりする方ほうがあ
ります。」（学図２上 p. 103）。このように「比較という手法そのもの」を対象化し自
覚できるようにすることをねらった記述は大変効果的であると考える。また，比較す
るための言葉の使い方をその学習場面で押さえておくことも有効であると考える。
４．まとめ
　現行の教科書にも「関係付け」の最も基礎と言える「比較」の学習を促す記述は多
くあった。しかし，最も簡単な目の前にある２つの事柄を比較するという学習活動が
中心である。もちろんその活動が一番の基礎ではあるが，「深い学び」に資する「関
係付け」としては，目の前の情報と別の情報との比較，さらには自分との比較が重要
であると考える。物語の登場人物と自分を比べたり，人の考えと自分の考えを比べた
りするためには，登場人物の行動や友達の意見を一端抽象化すること，そして，自分
の行動や自分の意見を抽象化することを経て，比較することが成り立つ。目の前に比
較の対象がないことや自分を客観視しなければならないという点で高度ではあるが，
日常生活に活用できる概念を形成するという点から言うと不可欠な活動であると考え
る。
　佐藤（2016）は，「アクティブ・ラーニングは学びの型の一つの手法であり，目的
は『学びの質』，『質的な価値ある深まり』（ディープ・ラーニング）の獲得，答えの
ない時代に授業で『習得・活用』した学びの方略を自己課題や生活経験・生き方と結
び付け，『一般化・汎用化（探究）』できるようなメタ認知能力の育成にあるといえ
る。そのための主体的・能動的な学習システムの開発・再構築が必要である。」と述
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べている。国語科は，まさにこうした「学習システム」の中核をなすべきであり，今
後国語科の学習活動において，このような意図をもった学習が構築されることを期待
したい。
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■注
１） ５社の検定教科書のうち１年生，２年生の教科書について調査した。教科書のうち物語文や説明
文などの本文，目次，扉，付録を除き，学習の目当て，学習の手引き，比較を促すことを意図し
て作成された教材文で，同じところ，似たところ，違うところを探す，比較する学習活動を促す
箇所を全て探し，それに該当するページ数を記している。「にたことば」など単に事実として提示
している場合は除いている。引用の表記は分かち書きを省略している。出版社名，教科書名は略
記している。
■引用文献
佐藤洋一・森和久・有田弘樹（2016）国語科におけるアクティブ・ラーニングの開発と課題─「質
の高い深い学び」につなげる活用型テキスト─．愛知教育大学教職キャリアセンター紀要，1：
35‒42．
松下佳代（2015）ディープ・アクティブラーニング，288 pp.，勁草書房，東京．
溝上慎一（2014）アクティブラーニングと教授学習パラダイムの転換，208 pp.，東信堂，東京．
森和久（2017）小学校１年生の国語科教育における「乗り物紹介型説明文教材」の特質と指導方法．
椙山女学園大学教育学部紀要，10：95‒102．
文部科学省（2016）教育の強靭化に向けて（文部科学大臣メッセージ）について（2016年５月10
日），参考資料１学習指導要領改訂の背景 http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/28/05/1370648.htm
（2017年12月23日閲覧可能）．
中央教育審議会（2016）幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の
改善及び必要な方策等について（答申）http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/
1380731.htm（2017年12月23日閲覧可能）．
文部科学省（2017）小学校学習指導要領解説 http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1387014.htm
（2017年12月23日閲覧可能）．
